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質問回答書（企画提案書に関すること） 

令和８年７月２７日 

業務名：鹿児島市立病院機能整備支援業務 

番号 質  問 回  答 

１ 

資料：仕様書（案）2 ページ 

項目：４（4） 

内容：院内プロジェクトチームは既存

の組織と推察します。院内プロ

ジェクトの構成メンバーならび

に開催頻度についてご教授くだ

さい。 

院内プロジェクトチームとは既存の組

織で、再整備の主要な検討事項に必要な

部署の職員（医師、看護師、医療技術

者、事務局職員）全１５名で構成してい

ます。 

プロジェクトチームは定期ではなく必

要に応じて開催しており、Ｒ７年度は４

回開催しています。 

２ 

資料：企画提案書作成要領 1 ページ 

項目：１（1） 

内容：枚数制限、記載する文字サイズ

についての制限はないとの理解

でよろしいでしょうか。 

貴見のとおりです。 

３ 

資料：企画提案書作成要領 1 ページ 

項目：１（5） 

内容：「２に示す順に項目を明記して

作成するもの」とありますが、

指定された記載項目を明記し、

その順序に準拠した上で、提案

内容の理解促進や二次審査にお

ける審査の視点との対応関係を

分かりやすく示すことを目的と

して、提案者独自の補足項目を

追加して構成することは可能で

しょうか。 

ご質問の構成で企画提案書を作成いた

だくことは差し支えありません。 

 

４ 

資料：仕様書（案）1 ページ 

項目：４（1）の①の※書き 

内容：「ダウンサイジングとは再整備

計画及び現設計で予定していた

整備規模を縮小することを指

し、医療法に基づき県知事の許

可を受けた病床数（574 床）は変

えない」とありますが、本業務

においては、合理性や業務目的

との整合性が認められる場合で

あっても、許可病床数の見直し

を前提とした提案は対象外であ

るとの理解でよろしいでしょう

か。 

貴見のとおりです。ただし、許可病

床数（574 床）を変えない範囲での病床

再編（診療科間の病床数の入れ替え）

は可とします。 

５ 

資料：仕様書（案）1 ページ 

項目：４（1）の① 

内容：「稼働状況調査で示される課題

等に対し、対応策（当院が整備

すべき機能の優先順位、ダウン

サイジング視点での適正な整備

規模等）を立案すること」とあ

ります。これは７年度鹿児島市

貴見のとおりです。 
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立病院医療需要調査等業務委託

（以下「医療需要調査とい

う。」）及び８年度鹿児島市立

病院稼働状況調査等業務委託

（以下「稼働状況調査」とい

う。）の結果に基づいて対応策

を立案するとの理解でよろしい

でしょうか。 

６ 

資料：仕様書（案）2 ページ 

項目：４（2） 

内容：電気通信設備の提案に当たり次

の事項を教えてください。 

① 既存のナースコールシステム

サーバの設置場所 

② ①の更新予定 

③ 既存の電話交換機の設置場所 

④ ③の更新予定 

① 既存棟２階、事務局近くのサーバー

室内にあります。 

② 令和５年度に導入した院内スマホの

更新に合わせて今後検討する予定で

す。 

③ 既存棟２階、事務局近くの電話交換

室内にあります。 

④ 令和５年度に導入した院内スマホの

更新に合わせて今後検討する予定で

す。 

７ 

資料：委託契約に係る仕様書Ｐ1 

項目：４業務の概要（1）② 

内容：各案の全体工事費の試算は現在

の情勢から推測される概算比較

としてよろしいでしょうか。 

貴見のとおりです。 

８ 

資料：委託契約に係る仕様書Ｐ2 

項目：４業務の概要（2） 

内容：ハード面の調査は再整備計画見

直しに係る機能整備方針策定提

案に必要とされる範囲と考えて

よろしいか。 

ハード面調査は、既存建物・設備の

配置状況や改修可能性、設備上の制約

条件、ゾーニング検討に影響する事項

等を把握し、再整備計画の見直し及び

機能整備方針の検討・提案をするため

に必要な調査を想定しており、施設保

全のための調査は対象外と考えていま

す。 

 


